
特
集

特集／人間の安全保障の現在

こ
れ
ま
で
本
誌
で
国
際
開
発
援
助
の
潮
流
を
何

回
か
特
集
し
て
き
た
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
開
発
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」（
第
八
一
号
、
二
○
○
二
年
六
月
）、

「
開
発
と
環
境
の
一
○
年
」（
第
八
八
号
、
二
○

○
三
年
一
月
）、「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
」（
第

九
一
号
、
二
○
○
三
年
四
月
）、「
開
発
と
障
害
」

（
第
九
六
号
、
二
○
○
三
年
九
月
）、「
ジ
ェ
ン
ダ

ー
と
開
発
」（
第
一
○
七
号
、
二
○
○
四
年
八
月
）

な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え

て
、
今
回
の
特
集
は
開
発
援
助
の
世
界
で
注
目
さ

れ
て
い
る
「
人
間
の
安
全
保
障
」
を
取
り
上
げ
て

み
た
い
。「
人
間
の
安
全
保
障
」は
「
人
間
の
生
存
、

生
活
、
尊
厳
を
脅
か
す
あ
ら
ゆ
る
脅
威
を
包
括
的

に
捉
え
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
取
り
組
み
を
強
化
す

る
と
い
う
考
え
方
」（
参
考
文
献
①
、
一
三
五
〜

一
五
○
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
あ
る
。「
人
間
の
安
全

保
障
」
は
感
染
症
や
環
境
汚
染
、
紛
争
や
暴
力
、

急
激
な
経
済
変
動
と
い
っ
た
危
険
か
ら
人
間
を
保

護
す
る
取
り
組
み
と
し
て
様
々
な
学
問
分
野
の
協

働
が
要
請
さ
れ
て
お
り
、
参
考
文
献
②
、
⑤
の
よ

う
な
研
究
も
公
刊
さ
れ
て
い
る
。「
人
間
の
安
全

保
障
」
概
念
を
ま
と
め
た
も
の
と
し
て
国
連
開
発

計
画
の
『
人
間
開
発
報
告
書
』
が
参
照
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
（
た
と
え
ば
参
考
文
献
④
）。『
人
間
開

発
報
告
書
』に
関
心
を
持
つ
筆
者
と
し
て
は
、「
人

間
の
安
全
保
障
」
を
論
じ
る
に
当
た
っ
て
の
有
用

な
概
念
を
二
つ
取
り
上
げ
て
、「
人
間
の
安
全
保

障
」
研
究
の
論
点
を
示
し
て
み
た
い
。

●
「
人
間
の
安
全
保
障
」
と
「
人
間
開

発
」

第
一
は
「
人
間
開
発
」
概
念
と
「
人
間
の
安
全

保
障
」概
念
の
関
係
で
あ
る
。『
人
間
開
発
報
告
書
』

の
公
刊
に
大
き
く
貢
献
し
た
ハ
ク
は
、
一
九
九
○

年
代
に
安
全
保
障
概
念
の
見
直
し
を
求
め
て
い
る
。

ハ
ク
に
よ
れ
ば
重
要
な
の
は
領
土
の
安
全
保
障
だ

け
で
な
く
人
間
の
安
全
保
障
、
国
家
だ
け
で
な
く

個
人
の
安
全
保
障
、
軍
備
で
は
な
く
開
発
に
よ
る

安
全
保
障
、
家
庭
・
職
場
・
路
上
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
環
境
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
の
す
べ
て
の

人
の
安
全
保
障
な
の
で
あ
る
（
参
考
文
献
⑦
、
邦

訳
一
三
五
〜
一
三
七
ペ
ー
ジ
）。
ハ
ク
は
個
人
の

安
全
を
普
遍
的
に
保
障
で
き
る
地
球
的
枠
組
み
を

強
調
し
て
い
る
。
し
か
し
「
人
間
の
安
全
保
障
」

へ
の
脅
威
は
急
激
な
も
の
、
誰
の
目
に
も
明
ら
か

に
不
正
義
な
も
の
と
は
限
ら
ず
、
慢
性
的
な
栄
養

不
足
や
差
別
、
長
期
に
わ
た
っ
て
蓄
積
さ
れ
る
環

境
汚
染
の
よ
う
に
、
そ
れ
を
発
見
し
、
問
題
提
起

す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
危
険
性
に
注
目
し
、「
人
間
の
安
全
保
障
」

に
と
っ
て
「
危
機
的
な
脅
威
」
が
誰
に
よ
っ
て

（
当
事
者
あ
る
い
は
第
三
者
に
よ
っ
て
）
ど
の
よ

う
に
認
知
さ
れ
て
い
く
の
か
、
と
い
う
問
題
を
十

分
に
検
討
し
な
け
れ
ば
、
一
見
「
客
観
的
な
定

義
」
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
で
か
え
っ
て
関
係
者

の
責
任
の
問
題
や
関
係
者
の
主
観
的
な
認
識
の
ギ

ャ
ッ
プ
に
よ
る
不
安
の
増
幅
と
い
っ
た
心
理
的
な

問
題
が
欠
落
し
て
し
ま
う
可
能
性
を
指
摘
し
て
い

る
研
究
者
も
い
る
（
参
考
文
献
⑥
、
一
六
〜
一
七

ペ
ー
ジ
）。
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
の
よ
う
な
数

値
目
標
が
国
際
的
な
合
意
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い

て
も
、
そ
れ
が
個
別
地
域
の
中
で
目
標
に
反
映
さ

れ
な
い
脅
威
に
直
面
し
て
い
る
人
の
存
在
を
視
野

に
入
れ
ら
れ
る
の
か
、
ま
た
国
を
単
位
に
し
た
目

標
設
定
で
あ
る
こ
と
の
妥
当
性
な
ど
に
も
注
意
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
地
球
公
共
財

第
二
は
「
地
球
公
共
財
」（G

lobal Public 

G
oods

）
と
い
う
概
念
で
あ
る
（
参
考
文
献
⑧
、

⑨
）。
人
間
生
活
に
対
す
る
潜
在
的
な
脅
威
を
予

防
す
る
と
い
う
原
則
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
現
在

特
集
に
あ
た
っ
て

特集／人間の安全保障の現在

野
上
裕
生

特
集
特
集
／
人
間
の
安
全
保
障
の
現
在
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不
利
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
人
だ
け
で
な
く
、

よ
り
広
範
な
人
を
対
象
に
し
た
施
策
が
必
要
に
な

る
。
こ
こ
で
の
焦
点
は
選
択
的
な
政
策
介
入
だ
け

で
な
く
、
普
遍
的
な
（universal

）
政
策
介
入
で

あ
り
、
経
済
学
で
使
わ
れ
て
い
る
「
公
共
財
」
は

こ
れ
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
国
家
の

枠
組
み
に
囚
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
地
球
全
体
の
人

間
の
安
全
保
障
（
あ
る
い
は
「
地
球
的
」〔global

〕

な
視
点
）
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
興
味
深
い
の
は

「
人
間
の
安
全
保
障
」
概
念
の
新
し
さ
を
、
人
間

の
安
全
確
保
と
い
う
人
類
全
体
の
利
益
を
中
心
に

捉
え
る
「
地
球
市
民
主
義
」（
参
考
文
献
③
）
を

国
益
の
中
心
に
あ
る
「
安
全
保
障
」
概
念
と
関
係

付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
安
全
保
障
に
新
し
い
枠
組

み
を
与
え
る
こ
と
と
し
て
捉
え
る
立
場
が
あ
る
こ

と
で
あ
る
（
参
考
文
献
③
、
五
○
〜
五
二
ペ
ー

ジ
）。こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
、「
人
間
の
安
全
保
障
」

と
い
う
地
球
市
民
主
義
的
性
格
の
強
い
安
全
保
障

概
念
が
、
国
家
中
心
主
義
が
強
か
っ
た
国
際
関
係

の
場
で
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
国
家
中
心
主
義
の
立
場
を
と
る
国
で
も
、

あ
る
程
度
は
人
間
の
安
全
保
障
を
自
国
の
課
題
と

し
て
受
容
し
、
国
際
的
な
取
り
組
み
を
支
持
せ
ざ

る
を
え
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。「
国
民
と
領

土
を
国
家
が
保
障
す
る
」
と
い
う
枠
組
み
が
有
効

で
な
い
現
状
で
は
、
国
境
線
あ
る
い
は
国
家
主
権

の
配
列
を
一
度
見
直
し
て
、
地
球
全
体
の
個
人
の

安
全
を
保
障
す
る
た
め
に
地
球
全
体
の
資
源
や
組

織
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
の
か
、
と
い
う

視
点
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
は
、

国
家
と
国
家
の
関
係
を
維
持
す
る
「
国
際
公
共

財
」
と
い
う
概
念
か
ら
、
現
状
の
国
際
関
係
の
枠

組
み
か
ら
一
度
脱
却
し
た
「
地
球
公
共
財
」
と
い

う
概
念
へ
の
移
行
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

「
人
間
の
安
全
保
障
」
と
い
う
課
題
に
応
え
る
た

め
に
は
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
権
利
や
責
任

を
担
う
主
体
、
主
体
が
任
務
を
果
た
す
た
め
の
能

力
形
成
と
経
済
的
基
盤
の
確
立
と
い
う
問
題
を
考

察
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

●
本
特
集
の
構
成

本
特
集
で
は
「
人
間
の
安
全
保
障
と
開
発
経
済

学
」、「
地
域
社
会
と
人
間
の
安
全
保
障
│
マ
ニ
ラ

貧
困
層
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
出
現
」、「
健

康
の
安
全
保
障
│
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
グ
ロ
ー
バ

ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
」、「
紛
争
後
の
安
全
保
障
│
平

和
構
築
へ
の
課
題
」、「
個
人
の
安
全
保
障
と
ジ
ェ

ン
ダ
ー
│
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
事
例
か
ら
」、「
環

境
の
安
全
保
障
│
畜
産
と
環
境
」、「
食
糧
の
安
全

保
障
│
食
糧
が
支
え
る
生
命
と
生
活
」
と
い
う
テ

ー
マ
を
取
り
上
げ
る
。
本
特
集
に
よ
っ
て
読
者
が

「
人
間
の
安
全
保
障
」
を
自
分
の
問
題
と
し
て
捉

え
て
下
さ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
の 
が
み　

ひ
ろ
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
開

発
研
修
室
）
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